
【
戦
死
し
た
弟
に
送
っ
た
文
章
】

　
昭
和
14
年
８
月
29
日
に
戦
死
し
た
弟
、

三
田
村
田
郎
氏
（
享
年
23
歳
）
の
一
周
忌

に
、
姉
、
三
田
村
ふ
み
氏
が
送
っ
た
文
章

で
す
。
弟
へ
の
慈
し
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す

が
、
決
し
て
弱
み
や
悲
し
み
を
言
葉
に
出

さ
な
い
、
重
み
の
あ
る
文
章
で
す
。

弟　
田
郎
の
一
周
忌

北
海
道
樺
戸
郡
新
十
津
川
村

姉　
三
田
村
ふ
み

　
忘
れ
も
せ
ぬ
昭
和
一
三
年
一
二
月
一
〇

日　
旭
川
第
二
十
七
聯
隊（
※
１
）に
入
營
、

直
ち
に
十
五
日
出
征
で
あ
る
、
瀧
川
駅
通

過
の
報
で
取
る
も
の
も
取
敢
へ
ず
見
送
っ

た
の
は
夜
の
六
時
〇
分
、
初
の
軍
服
姿
、

掟
に
從
っ
て
素
直
に
車
中
か
ら
首
さ
へ
出

さ
ず
唯
嬉
し
い
や
ら
、
懐
か
し
い
や
ら
で

踊
る
心
を
顔
全
体
で
現
は
し
て
、
早
口
に

見
送
っ
て
下
さ
る
方
々
に
別
れ
の
言
葉
も

忙
し
く
…
か
く
し
て
三
十
分
の
停
車
も
短

い
も
の
で
あ
っ
た
、　
後
輩
の
中
學
生（
※

２
）
の
校
歌
・
拍
子
・
檄
…
な
ど
餘
り
に

も
は
で
な
門
出
で
あ
っ
た
、

発
車
の
ベ
ル
…
「
萬
歳
！
」「
萬
歳
！
」

「
さ
よ
う
な
ら
！　
し
っ
か
り
や
っ
て
来

て
…
」

「
姉
さ
ん
！　
お
母
様
賴
み
ま
す
よ
」

ま
さ
か
、
こ
れ
が
此
の
世
の
別
れ
の
言
葉

に
な
ら
う
と
は
露
知
ら
ず
、

田
郎
は
女
五
人
姉
妹
の
一
番
末
に
男
と

し
て
生
れ
、
八
才
に
し
て
父
を
失
ひ
、

二
十
三
才
の
そ
の
日
ま
で
女
手
で
専
門
学

校
（
※
３
）
ま
で
育
て
上
げ
ら
れ
、
今
の

今
ま
で
母
や
姉
の
有
難
さ
を
か
く
ま
で
に

感
じ
て
ゐ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
、（
中

略
）

嫩
江
（
※
４
）
入
隊
以
後
も
一
度
も
苦
し

い
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
こ
ぼ
し
て
來
た
事

は
な
い
、
寒
い
冬
、
暑
い
夏
も
過
ぎ
て
一

息
せ
ん
と
す
る
時
、
動
員
の
命
を
受
け
た

と
の
報
…　
で
も
何
時
出
動
す
る
こ
と
や

ら
兵
卒
に
は
知
る
間
も
な
い
か　
故
郷
の

私
共
に
は
唯
々
神
佛
に
念
じ
て
こ
れ
三
生

よ
く
病
に
丈
は
負
け
ぬ
様
に
…

あ
…
思
い
出
す
さ
へ
感
激
の
夜
、
村
祭
り

の
宵
祭
、
午
後
七
時
…　
役
場
の
兵
事
係

来
宅

で
も
、
何
も
言
わ
れ
ぬ
只
世
間
話

時
経
て
形
を
改
め
「
…
実
は　
田
郎
さ
ん

が
今
度　
名
譽
の
御
戦
死
を
な
さ
い
ま
し

た
…
」
と
公
電
を
出
さ
れ
る
、
私
共
餘
り

の
事
に
涙
も
出
ぬ
、
ま
だ
出
動
し
た
か
さ

へ
知
ら
ぬ

私
共
で
あ
っ
た
の
に
…　
で
も
…

「
田
ち
ゃ
ん
、
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
ね
、

御
奉
公
が
出
来
て
…　
さ
ぞ
ご
先
祖
も
父

上
も
御
満
足
な
さ
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
せ

う
…
」

生
を
得
て
二
十
四
年
、
入
隊
僅
か
九
ヶ
月
、

一
等
兵
に
な
り
、
飯
上
當
番
も
せ
ず
と
も

よ
く
な
っ
た
と
知
ら
せ
て
来
て
二
ヶ
月
足

ら
ず
で
…

母
は
士
族
の
家
を
立
派
に
つ
い
で
く
れ
た

と
申
て
嬉
し
泣
き
。
色
々
と
身
に
餘
る
遺

族
へ
の
御
待
遇
や
御
同
情
、
唯
々
感
謝
、

感
激
の
外
は
な
い
、
私
共
は
嬉
し
泣
き
で

あ
っ
た
。

遺
骨
も
十
一
月
廿
日
到
着
、
盛
大
な
る
村

葬
が
行
わ
れ
た
、

か
く
し
て
そ
れ
か
ら
早
一
年
は
夢
の
様
。

只
有
し
日
の
思
ひ
を
浮
か
べ
て
今
日
の
日

に
な
っ
た
。

田
原
隊
長
（
※
５
）
殿
は
御
戦
傷
に
も
拘

わ
ら
ず
、
一
周
忌
に
當
り
御
慰
問
や
御
供

物
を
御
贈
呈
、
又
、
わ
ざ
〳
〵
思
ひ
出
の

旭
川
で
御
法
要
を
催
さ
れ
、
遺
族
の
私
共

に
、
手
厚
く
戰
況
を
報
告
さ
れ
、
今
更
乍

ら
隊
長
殿
の
御
厚
情
に
感
謝
し
た
の
で

あ
っ
た
。

※
１　
旭
川
第
７
師
団
歩
兵
第
27
連
隊
第

３
大
隊
第
９
中
隊
に
所
属
し
て
い
た
。

※
２　

昭
和
10
年
３
月　

瀧
川
中
学
校

（
現 

道
立
滝
川
工
業
高
校
）
卒
業

※
３　
昭
和
10
年
４
月　
明
治
大
学
専
門

部
商
科
入
学
。
同
窓
生
に
村
山
富
市

氏
、
丸
谷
金
保
氏

※
４　
の
ん
こ
う
。
ア
ム
ー
ル
川
水
流
域

の
都
市
。
日
本
陸
軍
の
駐
屯
地
が

あ
っ
た
。

※
５　
第
３
大
隊
を
指
揮
し
た
田
原
恒
春

少
佐

〇
三
田
村
田
郎
氏
略
歴

大
正
五
年
二
月
九
日　
新
十
津
川
村
に
出

生昭
和
十
年
三
月　
瀧
川
中
学
校
（
現 

道

立
滝
川
工
業
高
校
）
卒
業

昭
和
十
一
年
四
月　
明
治
大
学
専
門
部
商

科
入
学

昭
和
十
三
年
十
二
月
十
日　
在
学
中
に
入

８月15日は、終戦記念日です。本町の歴史を伝える
開拓記念館には、戦争に関する史料が展示されてい
ます。今号では昭和14年に起こったノモンハン事件
に関連する史料を紹介します。
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営昭
和
十
四
年
八
月
二
十
九
日　
ノ
モ
ン
ハ

ン
に
て
戦
死

所
属
・
階
級　
第
７
師
団
（
旭
川
）
歩
兵

第
27
連
隊
（
連
隊
長　
三
宮
満
治
大
佐
）

第
３
大
隊
（
大
隊
長　
田
原
恒
春
少
佐
）、

第
９
中
隊
（
中
隊
長　
永
瀬
源
三
中
尉
）

指
揮
班　
１
等
兵
（
戦
死
後　
上
等
兵
）三田村　田郎　氏

【
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
と
は
】

　
満
州
国
と
モ
ン
ゴ
ル
国
境
で
、
起
こ
っ

た
国
境
紛
争
。
両
国
の
後
ろ
盾
で
あ
っ
た

日
ソ
両
軍
の
事
実
上
の
国
家
戦
争
で
し
た
。

日
時　
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
５
月
11

日
～
９
月
16
日

戦
力　
日
本
軍
５
万
８
９
２
５
人

　
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
連
合
軍
約
23
万
人

死
傷
者　
日
本
軍
１
万
８
９
７
９
人

　
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
連
合
軍
約
２
万
６
６

４
５
人

勝
敗　
引
き
分
け

〇
ど
の
よ
う
な
戦
闘
に
参
加
し
た
の
か
①

『
七
師
団
戦
記　
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
死
闘
』

（
北
海
タ
イ
ム
ズ　
昭
和
40
年
）
か
ら

「
剣
道
４
段
の
永
瀬
中
尉
は
名
刀
祐
定
を

抜
い
て
突
っ
走
る
。
そ
の
時
戦
車
の
猛
襲
。

中
尉
は
そ
の
１
台
に
飛
び
乗
り
砲
塔
の
天

ガ
イ
を
こ
じ
あ
け
て
乗
員
を
突
き
刺
し
た
。

戦
車
は
沈
黙
し
た
。
続
い
て
ま
た
１
台
。

＂あ
れ
も
や
っ
つ
け
て
や
れ＂
―
さ
ら
に

横
に
回
っ
て
飛
び
掛
か
っ
た
と
た
ん
、
飛

ん
で
き
た
ソ
連
弾
を
受
け
、
軍
刀
を
持
っ

た
ま
ま
転
げ
落
ち
て
動
か
な
く
な
っ
た
。

（
中
略
）

　
死
体
収
用
の
時
の
哀
れ
を
さ
そ
っ
た
の

は
、
ど
の
戦
死
体
の
雑
の
う
か
ら
も
当
時

５
銭
で
買
え
た
羊
か
ん
が
出
て
き
た
こ
と

だ
。
別
命
あ
る
ま
で
食
べ
る
な
と
命
令
さ

れ
て
い
た
た
め
、
ひ
も
じ
く
て
も
我
慢
し

て
死
ん
で
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
死
体
収
容

に
い
っ
た
将
兵
は
み
ん
な
泣
い
た
。」

〇
ど
の
よ
う
な
戦
闘
に
参
加
し
た
の
か
②

『
昭
和
史
の
謎
を
追
う
（
上
）』（
秦
郁
彦

著　
平
成
11
年
）
か
ら

「
21
歳
の
福
原
一
等
兵
が
第
９
中
隊
（
永

瀬
中
尉
）
の
一
員
と
し
て
、
ソ
連
軍
戦
車

と
格
闘
し
た
の
は
、
８
月
29
日
の
夜
明
け

ご
ろ
で
あ
る
。
身
を
隠
す
防
護
物
と
て
な

い
一
望
の
大
草
原
、
戦
友
は
次
々
と
倒
れ
、

永
瀬
中
隊
長
は
敵
戦
車
に
飛
び
乗
っ
て
天

蓋
を
こ
じ
開
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
、
横
合
い
か
ら
打
た
れ
て
死
ん
だ
。
虫

の
息
に
な
っ
て
横
た
わ
っ
て
い
る
富
山
分

隊
長
が
『
救
援
！
』
と
命
じ
た
の
で
、
福

原
は
弾
雨
を
か
い
く
ぐ
っ
て
戦
場
を
離
脱
、

４
キ
ロ
後
方
の
連
帯
本
部
に
た
ど
り
着
い

た
。
三
宮
満
治
連
隊
長
の
前
へ
出
て
中
隊

の
惨
状
を
報
告
、
救
援
を
訴
え
る
と
、
意

外
に
も
連
隊
長
は
『
９
中
隊
が
全
滅
な
ど

と
ウ
ソ
を
言
う
な
。
お
前
は
前
線
か
ら
逃

げ
て
来
た
の
だ
ろ
う
。
帰
れ
』
と
大
喝
し

た
」。

　
こ
の
要
因
と
し
て
、
三
宮
連
隊
長
と
田

原
大
隊
長
の
そ
り
が
合
わ
な
か
っ
た
の
で

冷
酷
な
態
度
を
取
っ
た
と
記
述
し
て
い
る
。

〇
三
田
村
氏
の
戦
闘
経
緯

８
月
28
日

22
時　
田
原
大
隊
集
結
。
出
発
前
に
目
印

の
ヤ
ナ
ギ
の
枝
を
見
失
い
出
発
を
遅
ら

せ
る
大
隊
に
、
三
宮
連
隊
長
が
「
よ
う

ゆ
か
ん
の
か
！
」と
怒
鳴
る
。こ
れ
に
対

し
、
田
春
少
佐
が
勘
を
た
よ
り
に
出
発
。

８
月
29
日

５
時
頃　
先
遣
隊
で
あ
る
第
九
中
隊
１
個

小
隊
が
ソ
連
軍
に
囲
ま
れ
る
。
こ
れ
を

救
出
す
る
た
め
に
第
９
中
隊
出
動
、
同

様
に
ソ
連
軍
に
囲
ま
れ
る
。

６
時
頃　
中
隊
長
戦
死
、
中
隊
ほ
ぼ
全
滅

　
　
　
　
田
原
大
隊
も
出
動
、
大
隊
壊
滅

11
時
30
分　
三
田
村
田
郎
氏
砲
弾
断
片
を

腹
に
受
け
戦
死
。　

〇
戦
争
と
新
十
津
川

　
大
正
14
年
か
ら
、
新
十
津
川
村
全
男
子

は
尚
武
会
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
剣
道
が
必
修
と
な
り
、
徴
兵
制
が
敷
か

れ
た
昭
和
20
年
以
前
に
お
い
て
、
新
十
津

川
出
身
の
兵
隊
は
剣
士
と
し
て
重
宝
さ
れ
、

ま
た
重
責
を
担
い
ま
し
た
。

　
三
田
村
氏
の
軍
隊
手
帳
に
も
、「
昭
和

14
年
１
月
21
日
実
施
ノ
第
７
師
団
剣
術
競

技
会
ニ
参
加
ヲ
命
ス
」
と
あ
り
ま
す
。
ま

た
三
田
村
氏
と
は
別
の
方
で
す
が
、
台
湾

で
憲
兵
と
し
て
終
戦
を
迎
え
た
新
十
津
川

出
身
の
方
も
剣
術
競
技
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
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